
処理水貯蔵量

　　　　　福島第一原子力発電所構内における
主な貯留水・溜まり水の状況(2015.12時点の取り纏め状況）

※濃度は雨水回収タンクの分析データよりオーダー値を推定
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No.1 ろ過水タンク

【濃度(Bq/L)】 Cs134：2.3E+03，Cs137：4.3E+03，

全β：6.6E+07 （H25.11.19）

【量(m3)】 約１（排水完了し，一部1cm残水有り）

・福島第一原子力発電所の敷地境界外に影響を与えるリスク総点検、構内溜まり水の状況

（廃炉・汚染水対策チーム会合事務局会議資料）等より、現時点での放射能濃度とおおよその

量が判明している滞留水・溜まり水を掲載。（未調査箇所についても主なものを記載）

・上記の放射能濃度・量からインベントリを概算。構内マップ上にグラフで表した。

・貯留水・溜まり水の放射能濃度は、ある時点での測定値を代表値としている。

また、複数の濃度から平均濃度（建屋滞留水、35m盤タンク群）を算出しているものもある。

・インベントリをグラフ縦軸で表し、濃度をグラフのコンターにより表示。

・今後の調査・対策の進捗を踏まえ、適宜更新していく。

凡 例
：濃度108Bq/L以上

：濃度107Bq/L以上

：濃度106Bq/L以上

：濃度105Bq/Lレベル

：濃度104Bq/Lレベル以下

：未調査箇所

※量が10m3以下または
濃度がNDの溜まり水は，
数値のみ記載

1～4号周辺エリアの詳細は 「別紙－1」 参照

Eエリア

5,6号機CST

【濃度(Bq/L)】 Cs134：ND(11～23)，

Cs137：ND(19～22)  （H27.6.4～6.16）

【量(m3)】 約2,250

：多核種処理水エリア

【未調査】保健安全センター別館建屋滞留水

【未調査】1～3号機ホールドアップ建屋滞留水

水処理配管トレンチ（事務本館東側）

【濃度(Bq/L)】 Cs134：2.2E+03，Cs137：3.3E+03（H24.2）

【量(m3)】 約2

1.4E+11

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
SPT建屋

濃度：3.8×104Bq/L，量：約3,800m3

（水抜き実施中）

：タンクエリアの範囲

特定原子力施設監視・評価検討会

（第３９回） 参考２

1017Bqオーダー

現状：H27.10月時点

1015Bqオーダー

濃度：2.3E+09 Bq/L    量：107,000m3

2.5E+17 9.8E+14

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計

（Bq）

濃度：約2.3×109Bq/L
量：約107,000m3

濃度：約1.2×107Bq/L
量：約80,000m3

・各建屋毎の濃度（1～4号機の建屋滞留水は、T/B建屋を代

表としている）と滞留水量からインベントリを算出。

・濃度は，算出したインベントリから全体の滞留水量で割って

平均濃度を算出し代表とした。

9.0E+10
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
全β(Bq) 淡水貯留タンク（Ｇ１エリア地下)

濃度：1.5×104Bq/L，量：約6,000m3

2012/9/18時点

震災直後：H23.4～6月 現状：H27.10月時点

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20 (Bq) サプレッションプール水

サージタンク（SPT(A)）

2013/8/27時点

Cs134,137計

濃度：2.4×105Bq/L ，量：約2,800m3  

6.7E+11

Cs134,137計（Bq）

2013/8/22時点

3.6E+09 4.0E+13

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
(Bq) 濃縮水タンク（蒸発濃縮装置濃廃水）

濃度：4.2×104 Bq/L
量：約85m3 

濃度：4.2×108 Bq/L
量：約85m3 

Cs134,137

全β

2011/12/20時点

1.8E+12 5.0E+11

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

全β(Bq) 地下貯水槽

その他の地下貯水槽

No.1 【濃度(Bq/L)】 全β：2.0×106（H27.5.22時点）

【量(m3)】 数m3（RO濃縮水残水）

No.4 【量(m3)】 約20m3（タンク堰内雨水残水）

No.5 【量(m3)】 約10m3（使用実績なし(水張試験残水）

No.6 【量(m3)】 約80m3（RO濃縮水残水）

No.7 【量(m3)】 約60m3（タンク堰内雨水残水）

濃度：2.1×106 Bq/L
量：約880m3

濃度：6.2×106 Bq/L
量：約80m3

No.2 No.3

2015/5/22時点 2014/6/13時

70000
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
(Bq) 堰内雨水（処理不要の水）※

濃度：1.0×10-1 Bq/L              濃度：1.0×100 Bq/L
量：約700m3   量：約700m3

Cs134,137 Sr90

2015/11時点

1.4E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20 キャスク保管建屋滞留水

濃度：3.0×101 Bq/L，量：約4,500m3

Cs134,137計（Bq）

2014/5/23時点

1.4E+09
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
5,6号機貯留タンク

濃度：9.1×101 Bq/L，量：約15,000m3 

Cs134,137計（Bq）

2015/4/16時点

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計

（Bq） 35m盤汚染水貯留タンク
■：濃度104Bq/L以上

■：濃度103Bq/L以上

2014/8./26時点

濃度：約2.9×104Bq/L

量 ：約3.7×105m3

2015/10/22時点

濃度：約2.7×103Bq/L

量 ：約1.6×105m3

1.1E+13
4.3E+11

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Sr90
（Bq） 35m盤汚染水貯留タンク

4.0E+16 2.3E+14

2014/8/26時点

濃度：約1.0×108Bq/L

量 ：約3.7×105m3

2015/10/22時点

濃度：約1.4×106Bq/L

量 ：約1.6×105m3

・各タンクエリアにおける濃度の最大値と水量を掛け、各エリアのインベントリを算出し、

全てのエリアを足し合わせて、35m盤タンク群のインベントリとした。

・濃度については、算出した全体のインベントリを全体の水量で割って平均濃度とした。

・各タンクエリアにおける濃度の最大値と水量を掛け、各エリアのインベントリを

算出し、全てのエリアを足し合わせて、35m盤タンク群のインベントリとした。

・濃度については、算出した全体のインベントリを全体の水量で割って平均濃度とした。

1～4号機建屋滞留水（HTI建屋・プロセス主建屋含む）

56000000

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
メガフロートCs134,137計（Bq）

濃度：7.0×100 Bq/L ，量：約8,000m3

2014/9/19時点

133200000
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
5/6号機建屋滞留水Cs134,137計（Bq）

2015/6/18時点

濃度：2.2×101 Bq/L ，量：約6,000m3

5.6E+07

1.3E+08

7.0E+04 7.0E+05

7.0E+07
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
(Bq) 4000t ノッチタンク群Cs134,137 計

2015/6/3時点

濃度：7.8×101 Bq/L，量：約900m3

東京電力株式会社

：第38回特定原子力施設監視・評価検討会資料3-2からの修正箇所

無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

t1225648
四角形



滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等 溜まり水調査結果

4号機薬品タンク連絡ダクト

【濃度(Bq/L)】 Cs134：5.1E+02，Cs137：1.7E+03，

全β：2.1E+03 （H26.12）

【量(m3)】 約1

※量が10m3以下または濃度が

NDの溜まり水は，数値のみ記載

1号機薬品タンク連絡ダクト

【濃度(Bq/L)】 Cs134：3.3E+02， Cs137：1.2E+03，

全β：1.5E+03 （H26.12）

【量(m3)】 約7

4号機放射性流体用配管ダクト

【濃度(Bq/L)】 Cs134：8.8E+02，Cs137：2.9E+03，

全β：4.0E+03 （H26.12）

【量(m3)】 約5

2.8E+15

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137
計(Bq)

２～４号機海水配管トレンチ

海水配管トレンチ充填作業開始前 現状：H27.12月現在

濃度：約2.5×108Bq/L
量 ：約11,200m3

残水のみ

2.6E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 1号機海水配管トレンチ

2014/12時点

濃度：約1.1×102Bq/L
量 ：約2,400m3

7.9E+06
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 純水タンクNo.1

2015/5/29時点

濃度：約9.3×100Bq/L
量 ：約850m3

5.5E+07
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137
計(Bq) 水処理建屋～1号T/B連絡ダクト

2013/12時点

濃度：約4.6×102Bq/L
量 ：約120m3

9.7E+07
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137
計(Bq) 1号機予備電源ケーブルダクト

2014/12時点

濃度：約3.4×102Bq/L
量 ：約120m3

1.2E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 1号機コントロールケーブルダクト

2014/12時点

濃度：約3.8×102Bq/L
量 ：約310m3

5.2E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 3号機起動用変圧器ケーブルダクト

2014/12時点

濃度：約6.9×102Bq/L
量 ：約750m3

4.6E+07
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137
計(Bq) 1号機放射性流体用配管ダクト

2012/12時点

濃度：約1.5×103Bq/L
量 ：約30m3 1.5E+08

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
Cs134,137計

(Bq) 1号機共通配管ダクト（東側）

2014/12時点

濃度：約1.1×103Bq/L
量 ：約140m3

4.0E+09
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 2～4号機ＤＧ連絡ダクト 2014/12時点

濃度：約2.5×103Bq/L
量 ：約1,600m3

2.2E+061.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 共用プール連絡ダクト 2014/12時点

濃度：約1.1×102Bq/L
量 ：約20m3

6.1E+09
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 集中環境施設廃棄物系共通配管ダクト

2014/12時点

濃度：約6.6×103Bq/L
量 ：約920m3

2.4E+11

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
Cs134,137計

(Bq) 廃棄物処理建屋間連絡ダクト

2015/12時点

濃度：約4.9×105Bq/L
量 ：約480m3

6.6E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137
計(Bq) 3号機オフガス配管ダクト（南側）

2012/12時点

濃度：約2.2×104Bq/L
量 ：約30m3

1.7E+11

1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
Cs134,137計

(Bq)
2号機復水貯蔵タンク

2015/3/23時点

濃度：約7.4×104Bq/L
量 ：約2,260m3

2.1E+10 2.3E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
(Bq)

3号機復水貯蔵タンク

Cs:2015/7/16時点

Sr:2015/9/8時点

濃度：約1.1×102Bq/L
量 ：約2,120m3

濃度：約1.0×104Bq/L
量 ：約2,120m3

Cs134,137計 Sr90

4.2E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) ４号機共通配管（南側）ダクト

2014/12時点

濃度：約3.0×103Bq/L
量 ：約140m3

1号機電源ケーブルトレンチ

【濃度(Bq/L)】 Cs134：2.7E+02，Cs137：9.6E+02，

全β：1.6E+03 （H26.12）

【量(m3)】 約2

・各トレンチの濃度と滞留水量からインベントリを算出。

・濃度は，算出したインベントリから全体の滞留水量で除して

平均濃度を算出し，代表とした。

9.7E+07
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137
計(Bq)

1号機予備電源ケーブルダクト

2014/12時点

濃度：約3.4×102Bq/L
量 ：約290m3

3.3E+09
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
Cs134,137計

(Bq)
１、４号機ポンプ室循環水ポンプ

吐出弁ピット（合計）

2014/12時点 2015/12時点

濃度：約3.9×103Bq/L
量 ：約860m3

：第38回特定原子力施設監視・評価検討会資料3-2からの修正箇所

・各吐出弁ピットの濃度と滞留水量からインベントリを算出。

・濃度は，算出したインベントリから全体の滞留水量で除して

平均濃度を算出し，代表とした。

無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

t1225648
四角形



滞留水がある建屋に接続していないトレンチ等 溜まり水調査結果

2号機変圧器防災用トレンチ

【濃度(Bq/L)】 Cs134：2.1E+03，Cs137：3.0E+03（H24.2）

【量(m3)】 約6

1号機廃液サージタンク連絡ダクト

【濃度(Bq/L)】 Cs134：1.2E+04，Cs137：1.5E+04（H24.2）

【量(m3)】 約1

1号機オフガス配管ダクト

【濃度(Bq/L)】 Cs134：5.5E+02，Cs137：8.9E+02（H24.2）

【量(m3)】 約1

※量が10m3以下または濃度がNDの溜まり水は，

数値のみ記載

消火配管トレンチ（3号機東側）

【濃度(Bq/L)】 Cs134：6.1E+02，Cs137：1.8E+03

全β:：2.6E+03（H26.10）

【量(m3)】 約9

【未調査】1/2号排気筒ドレンサンプピット
【未調査】3/4号排気筒ドレンサンプピット 【未調査】集中RW排気筒ドレンサンプピット

【未調査】4号機廃液サージタンク
【未調査】1号機廃液サージタンク

2.0E+09
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20
Cs134,137計

(Bq) 2号機逆洗弁ピット 2015/2時点

濃度：約1.0×103Bq/L
量：約2,000m3

2.8E+10
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 1号機逆洗弁ピット

2015/1時点

濃度：約5.6×104Bq/L
量 ：約500m3

8.2E+07
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 2号機主変圧器ケーブルダクト

2014/10時点

濃度：約1.5×102Bq/L
量 ：約550m3

1.7E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 1号機起動用変圧器ケーブルダクト

2014/10時点

濃度：約4.9×102Bq/L
量 ：約350m3

2.5E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq)

1号機主変圧器ケーブルダクト
2014/10時点

濃度：約4.9×102Bq/L
量 ：約500m3

1.9E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq)

1号機活性炭ホールドアップダクト
2014/10時点

濃度：約2.9×102Bq/L
量 ：約650m3

5.3E+08
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq)

3号機主変圧器ケーブルダクト
2014/10時点

濃度：約1.2×103Bq/L
量 ：約450m3

2.0E+06
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 消火配管トレンチ（SPT建屋北側）

2012/2時点

濃度：約1.0×102Bq/L
量 ：約20m3

5.5E+07
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 4号機主変圧器ケーブルダクト2014/10時点

濃度：約6.9×101Bq/L
量 ：約800m3
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Cs134,137計
(Bq) 4号機逆洗弁ピット

2015/2時点

濃度：約1.8×103Bq/L
量 ：約1,400m3
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Cs134,137計
(Bq) 3号機逆洗弁ピット

2015/2時点

濃度：約1.9×104Bq/L
量 ：約2,100m3
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Cs134,137計
(Bq) 1号機放水路 2015/12/14時点

濃度：約1.0×104Bq/L
量 ：約3,800m3

・立坑上流側のサンプリング結果で代表

4.0E+09
1.E+04

1.E+08

1.E+12

1.E+16

1.E+20

Cs134,137計
(Bq) 2号機放水路 2015/12/14時点

濃度：約1.3×103Bq/L
量 ：約3,000m3

・立坑上流側のサンプリング結果で代表
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Cs134,137計
(Bq) 3号機放水路

2015/6/10時点

濃度：約1.4×103Bq/L
量 ：約600m3

・立坑上流側のサンプリング結果で代表
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